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①　職員の給与と職員数

資 料 編

人件費の状況（一般会計当初予算）
令和
３年度
Ａ

令和
４年度
Ｂ

増減
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
C／A

令和
４年度の
人件費率

千円 千円 千円 ％ ％
772,268 782,136 9,868 1.28 10.73

職員給与費の状況（一般会計当初予算）

区分
予算
計上
職員
数Ａ

給　　与　　費 １人当
たりの
給与費
B／A

給　料 手　当 期末・
勤勉手当

計
B

令和
４年度

人 千円 千円 千円 千円 千円
100 382,692 79,216 92,725 554,633 5,546

特別職・議員の給与の状況　　令和４年４月１日現在

区 分 町　長 副町長 教育長

給料月額 784,000円 631,000円 568,000円
期末手当 4.40月分

区 分 議　長 副議長 常任委員長
議会運営委員長 議　員

報酬月額 305,000円 247,000円 228,000円 215,000円
期末手当 4.35月分

ラスパイレス指数の状況
区 分 Ｒ元年 Ｒ２年 Ｒ３年
指 数 値 96.3 96.5 97.0
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料を100とし
た場合の地方公務員の給与水準を示した数

一般行政職職員の初任給の状況	 令和４年度
区 分 新十津川町 北海道 国家公務員
大 学 卒 182,200円 182,200円 182,200円
高 校 卒 150,600円 150,600円 150,600円

一般行政職職員の給与の状況	 令和４年４月１日現在
区 分 新十津川町
平 均 給 料 月 額 307,554円
平 均 年 齢 40.5歳

期末・勤勉手当の状況	 令和４年４月１日現在
区　分 期末手当支給率 勤勉手当支給率 計
６月期 1.275月 0.950月 2.225月
12月期 1.275月 0.950月 2.225月
計 2.550月 1.900月 4.450月

部門別職員数	 各年４月１日現在

部　　門
職　員　数（人）

元年 増減 ２年 増減 ３年 増減 ４年

福
祉
関
係
を
除
く
一
般
行
政
部
門

議 会 1 1 2 0 2 0 2
総 務 26 0 26 0 26 ▲1 25
税 務 6 0 6 ▲1 5 0 5
労 働 0 0 0 0 0 0 0
農林水産 11 1 12 0 12 ▲1 11
商 工 7 ▲1 6 ▲2 4 0 4
土 木 10 1 11 1 12 0 12
小 計 61 2 63 ▲2 61 ▲2 59

福
祉
関
係

民 生 12 2 14 ▲2 12 ▲2 10
衛 生 9 ▲1 8 2 10 1 11
小 計 21 1 22 0 22 ▲1 21

一 般 行 政 計 82 3 85 ▲2 83 ▲3 80

特別
行政

教育部門 13 0 13 0 13 0 13
小 計 13 0 13 0 13 0 13

公
営
企
業
等

下 水 道 1 0 1 0 1 0 1
国 保 2 0 2 0 2 0 2
そ の 他 0 0 0 0 0 0 0
小 計 3 0 3 0 3 0 3

総 合 計 98 3 101 ▲2 99 ▲3 96
※ただし、令和元年は６月１日現在
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②　行政機構図

◇役場庁舎１階

◇新十津川町三役

町　長　　熊　田　義　信 副町長　　小　林　　　透 教育長　　久保田　純　史

保健福祉課　（電話番号　72-2035）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

坂下　佳則

向井　利行
（子育て支援セ
ンター長・児童
館長）

子育て・福祉
グループ
桃井　隆宏

工藤　晃敬
中竹千香子

伊賀　嵩将
木村　　陸

生活保護、民生児童委員、障がい者福祉、介護保険、在宅介護等
手続き、福祉機器・用具、慶弔福祉事業、児童館、放課後児童ク
ラブ、子育て支援センター、保育園、児童手当、児童扶養手当、
母子・寡婦福祉、配偶者暴力対策

空知中部広域連合派遣 一瀬慎太郎

会　計　課　（電話番号　76-3192）	
課　長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容

会計管理者
内田　　充 中澤　優里 公金の収納・支払関係

住　民　課　（電話番号　76-2130）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

長島　史和
（交通安全推進
事務局長）

武田　晃典
（滞納整理推進
事務局長）

（交通安全推進
事務局次長）

戸籍保険
グループ
由野　　格
副主幹

浅田由美子

中鉢　大地
米田　華澄
鈴木　貴也

戸籍、住民票、印鑑証明、火葬の許可、国民健康保険、後期高齢
者医療、子ども・ひとり親・重度心身障害者医療、国民年金、マ
イナンバーカード

町税グループ
津辻　政季
副主幹

原田　貢子

新井　康平
山田ひかる
大竹　勇毅
中澤　幸大

町道民税、法人町民税、固定資産税、軽自動車税、町たばこ税、
特別土地保有税、入湯税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険
料の賦課・徴収、税の諸証明、土地家屋の評価、租税教育

住民活動
グループ
笹木　裕一

佐藤　　実
神田　晃宏
小林　　洋

酒井　信裕
小西　健太

交通安全対策、交通安全推進団体との連絡調整、交通災害共済、
防犯、地域サポーター、防犯灯・街路灯、地域コミュニティ、行
政区活動の支援、行政区会館管理、ごみ処理、し尿処理、環境保
全、公害対策、合併処理浄化槽の設置、畜犬登録、墓地、消費生
活、人権擁護、行政相談等、公営住宅管理、下水道受益者負担金、
下水道使用料

空知中部広域連合派遣 山下　朋之
西空知広域水
道企業団派遣 山下　隆司



53

資料編

〈令和４年度　予算〉

資
料

◇役場庁舎２階

産業振興課　（電話番号　76-2134）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

小松　敬典

坂本　　剛
(新十津川物語
記念館長・文化
伝習館長)

農林畜産
グループ
得地　史郎
副主幹

西村　幸真

渡辺　恵介
上杉　明洋
植田　　遼
三浦　　樹

農業の振興、基盤整備、米の生産調整、担い手対策、農業制度資金、
スマート農業、農産物のＰＲ、有害鳥獣対策、畜産振興、公共牧
場管理運営、林業振興、治山、自然保護、山林緑化、内水面漁業

商工観光
グループ
竹村　大樹

深瀬　直人 阪本　一真
商工業振興、中小企業対策、商店街整備、観光事業振興、ふるさ
と公園、吉野公園、文化伝習館、新十津川物語記念館、企業誘致、
総合振興公社との連絡調整

ピンネ農業公社 岡崎　弘幸 伊藤　颯汰

建　設　課　（電話番号　76-2139）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

谷口　秀樹

千石　哲也
(庁舎建設推進
事務局長)

（志賀　史朗）

都市管理
グループ
矢野　将崇
副主幹

堀下　琢磨
(庁舎建設推進
事務局次長)

新井　直樹 工事入札、建築工事、建築確認申請、建築基準法に関する相談・
指導、都市計画

土木グループ
森　　直文
副主幹

松原　智宏

萩原　　晶
板倉　和彦

道路占用、河川占用、道路台帳、道路・橋・河川・災害復旧工事、
道営土地改良事業、農道整備、林道管理、道路の維持・除排雪、
水防対策、河川・都市公園の維持管理、下水道の維持管理、街路・
都市公園の工事

技術長
（谷口　秀樹）

技術次長
志賀　史朗 土木建築工事の検定、調査設計業務の検定

総　務　課　（電話番号　76-2131）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

寺田　佳正

佐藤　武久 総務グループ
池田　雄介

小木　浩亮
蒲原　　葵
佐々木貴大

秘書、情報公開、表彰、選挙、職員の人事・給与・研修・福利厚
生、条例、規則、公文書、日直、町史、消防、自衛隊

久保田篤司

財務・情報
グループ
政所　正人

松尾　昭彦

箕田　和久
白崎　義人
大西　達矢
安原　汰一

町の予算・決算、基金・積立金管理、町補助金、町有地管理、車両・
物品管理、ＩＣＴ推進、ネットワークセキュリティ、統計調査

企画調整
グループ
新居　剛紀

矢野　文隆
梨木　　淳
辻　翔太郎
安田　理人

町の政策立案、執行方針、まちづくり人材育成、定住促進、土地
利用、広報誌の作成・配布、報道機関との連絡調整、ふるさと応
援基金

災害対策
事務局

事務局長
（久保田篤司）

事務局次長
（新居　剛紀）

事務局員
（矢野　文隆）（辻　翔太郎）
（梨木　　淳）（安田　理人）

避難救助物資管理、自主防災組織の強化・育成、避難支援体制の
充実、国民保護計画、避難対策、防災無線放送、防災無線施設の
維持管理

デジタル化
推進事務局

事務局長
（久保田篤司）

事務局次長
（政所　正人）

事務局員
（白崎　義人）（安原　汰一）町の業務のデジタル化の推進

農業委員会事務局　（電話番号　76-2135）	 （　）は兼務職
課　長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容

(小松　敬典) 平川　宏之 穴吹　理絵 農地利用・調整・転用、農家台帳、農業者年金
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◇ゆめりあ

◇役場庁舎３階
議会事務局　（電話番号　76-3191）	
事務局長 主　幹 副主幹 主　査 主事等 主な仕事内容
窪田　謙治 加藤　敏晃 議会に関する業務

教育委員会　（電話番号　76-4233）	 （　）は兼務職

保健福祉課　（電話番号　72-2000）	 （　）は兼務職

新型コロナウイルス対策本部事務局	 （　）は兼務職

事務局長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

鎌田　章宏
(総合健康福祉
センター長)
(図書館長)

横山　芳徳
（開拓記念館長）

学校教育
グループ
石井　秀紀
副主幹

西井ゆかり

戸出　雄基 鷲尾　奈美
教育委員会の開催、学校施設・教員住宅の管理、学校教育課程、
教科書、教育計画、教職員の研修・福利厚生、奨学金、スクール
バスの運行管理、学校医

社会教育
グループ
加藤　和仁
副主幹

大山　幸成
丸　　義史

川田　一仁
松浦　拳斗
浅野　幹人

生涯学習、社会教育団体、青少年育成、芸術文化活動の普及・奨
励、文化財保護、開拓記念館、体育振興、体験学習、社会教育施
設の管理、生涯スポーツ、文化振興、文化活動団体、総合健康福
祉センターの管理、ふるさと学園大学、ゆめりあ部会、高齢者生
きがい対策、体力増進、図書館の管理

社会教育
主事

大山　幸成
社会教育活動の指導・助言

学校給食
センター

学校給食
センター長

（横山　芳徳）
沼田　正行 学校給食センターの運営管理、栄養管理

課　長 主　幹 グループ長 主　査 主事等 主な仕事内容

坂下　佳則

岡田　理恵
（子育て世代
包括支援セン
ター長）

健康推進
グループ
栗山　久枝

白石　隆之

勝見　梨恵
渡邉　歩美
後藤　七海
岩崎　優乃
野原菜々子

母子健康手帳の発行、妊産婦・乳幼児健診・相談・教育、成人・
高齢者健診・相談・教育、感染症予防、予防接種、栄養相談、食
品衛生

宮本　昌枝
（地域包括支援
センター長）

澁谷　綾華 介護保険相談、在宅介護等相談・情報提供業務

事務局長 事務局次長 事務局員 主な仕事内容

（坂下　佳則）（岡田　理恵）（向井　利行）（栗山　久枝）
（白石　隆之）（後藤　七海）
（勝見　梨恵）（岩崎　優乃）
（渡邉　歩美）（野原菜々子）

新型コロナウイルス対策本部の事務局に関する業務
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③　令和３年度外部評価結果報告

◎外部評価とは
　町では、行政運営の成果を経済性、効率性、有効性
などから分析して評価し、業務を見直し、改善してい
く行政評価を平成14年度から始めました。
　そのひとつが外部評価で、総合行政審議会（総務部
会）委員が、行政内部だけでは気づきにくい課題や住
民と行政の意識の違いなどについて検証を行っていま
す。
　行政事務のチェックは、町の監査委員が法令などに
基づき専門的な観点から監査を行っていますが、外部
評価はあくまでも住民の視点・感覚から町の施策や事
業を評価するという点で趣旨が異なっています。

【総合行政審議会（総務部会）委員】
部 会 長　小野　由貴さん
副部会長　酒井　雅彦さん
委　　員　大西　一雄さん　

西野　　希さん
入井智恵子さん　
天野　洋子さん
平山　泰行さん　
藤田　琢磨さん
髙野　智樹さん　
西田　宜央さん

（住民生活部会より出席委員）
大窪　敏文さん　
笠井　正憲さん
山本　裕子さん

◎外部評価の実施
　令和３年度は、６月から７月にかけて合計５回の部
会を開催し（書面会議の１回を含む）、外部評価を行
いました。
　評価の対象は、町が令和２年度に取り組んだ59施策
のうち12施策となっています（次ページ以降）。

◎外部評価の方法
　担当職員が作成した評価シートや担当職員との意見
交換などにより、目標に対する事業の効果について評
価を行い、今後の方向性や改善すべき点について提言
を行っています。

◎総合行政審議会の総括意見
　国内においては、新型コロナウイルスが猛威を
振るい、混沌とした状態が続いていましたが、ワ
クチン接種も徐々に始まり、国民の多くが近い将
来には必ず収束に向かうと信じて、感染予防に取
り組んでいます。
　町内に目を向けると、新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため、イベントの多くが、中止や開
催規模の縮小を余儀なくされ、町民が集う行事に
大きな影響を及ぼしました。
　今後に向けては、新型コロナウイルスに打ち勝
ち、創意工夫のもと、イベント等を実施すること
で、町民の笑顔あふれる日常が増えることを願っ
ています。
　さて、今回の協議結果についてですが、令和２
年度に実施された59施策のうち12施策の目標達成
に向けた各種事業の取り組み状況について、理解
を深めつつ、評価を行いました。
　評価結果については、住民の声として行政運営
に活用していただき、これからも国が示す新しい
生活様式を踏まえつつ、医療・福祉や商工関係を
はじめ様々な分野に対する独自の支援策にも取り
組んでいただきたいと思います。
○まちづくりに町民の意見を取り入れるには、

ファシリテーター（参加者に発言を促しながら
会を進行させる役職）を参加させることも重要
かと思います。
若い人の中には、意見を言いづらい人や、まち
づくりに興味が持てない人もいるかと思うの
で、ファシリテーターを活用し、意見を言える
機会を設け、若者の参加を促していくことで、
新たな意見を聞くことができると思います。

○事業数が多く、業務内容が多岐にわたるため、
まとめられる事業はまとめて、効率的に業務を
進めていくことを検討してください。
今後も、このような取り組みの情報発信に努め
てください。

　まちづくりに関する諸方策について、体系的かつ総合的
に審議し、推進するために設置され、公募委員と有識者委
員の20人で構成されています。
　審議会には、保健福祉・住宅・環境施策を審議する住民
生活部会と、行政評価を審議する総務部会の２つの部会を
設置しています。

ワンポイント～総合行政審議会とは～

◎外部評価の結果
　総合行政審議会から、全体を通しての総括意見と各
施策に対する個別の意見が報告されました。町では、
評価結果を踏まえて今後の取り組み方針を決定し、改
善できるものから速やかに対応していきます。
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料

外部評価調書【令和２年度に取り組んだ施策の外部評価】
政策
項目

施策
項目

令和２年度の
主な取り組み 総合行政審議会委員の意見

生
活
基
盤
の
充
実

地
域
情
報
化
の
推
進

◆光通信サービスの未整備区域
にＮＴＴが光通信網の整備を
進める協定を締結

①インターネットの開通工事などは、助成制度の手続方法が広報誌だけ
では分かりづらいことから、インターネットなども活用して、周知し
ていただきたいです。

②新十津川町はインターネットを利用しない人の率が高いです。スマー
トフォンも同様であることからスマートフォン講座の開催、スマート
フォンを利用するきっかけを作ってはどうでしょうか。

③光回線を広げることは、今後、リモート操作などさまざまなことで活
用できることから、環境整備は重要です。

児
童
福
祉
の
充
実

児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

◆児童館の運営、工作教室など
のイベントの実施

◆指定管理による保育園の運
営、滝川市との連携による病
後児保育の実施

◆留守家庭の小学生を預かる
「放課後児童クラブ」の運営

①病後児保育の取り組みを知らなかった人もいるようなので、この取り
組みについてＰＲするとともに、病後児保育の対象を両親が共働きの
場合に、幼稚園児も対象としていただけるとありがたいです。

②保育士の不足が懸念されますので、給与の支援など保育士を確保でき
る体制を検討してほしいです。

③保護者のニーズが年々変わり大変だと思いますが、今後もニーズに
沿った児童クラブなどの運営を進めてほしいです。

障
が
い
者
福
祉
の

充
実

障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

◆施設などでの昼間の活動を支
援、共同生活などの住まいの
場を支援

◆在宅訪問による家事の援助や
外出時の移動などを支援

◆補装具の支給、医療費の給付、
サービスの利用計画を作成

①砂川市の障がい者職業能力開発校は、道内４校のうちの１校というこ
とであり、必要な方が利用できるように今後も紹介してほしいです。

②社会全体で障がい者が生活しやすい環境に向け、今後も進めていただ
きたいです。

健
康
づ
く
り
の
増
進

母
子
保
健
体
制
の
充
実

◆妊婦超音波検査費用（14回分）
や産婦健康診査費用（２回分）
の助成

◆医師・歯科医師・歯科衛生士・
保健師・栄養士による乳幼児
健康診査や健康相談の実施

◆一般不妊治療費を20万円まで
助成、特定不妊治療費を１回
10万円まで助成

①乳幼児個人ごとに健康相談の担当者が決まっているようで、カルテを
作り担当者が不在でも対応できる状況となっており、そういった安心
できる体制を続けてほしいです。

②不妊治療の助成申請は年々増えているようなので、今後も利用しやす
い体制を検討いただきたいです。

林
業
の
振
興

町
有
林
・
民
有
林
の
保
護
育
成

◆ふるさと公園内に木質バイオ
マスボイラー施設を建築

◆植林した木を守るための町有
林の下草刈りや適期での町有
林の間伐を実施

◆民有林の伐採後の無立木地化
を防止するための植林事業を
支援

①循環型社会の実現に向け、木質バイオマスなどの利用を順調に進めて
いただきたいです。

②間伐材の使用用途にバイオマスボイラーへのチップとして使用してい
ますが、他へ利用方法も検討してはどうでしょうか。例えば、薪ストー
ブを使っている人から薪の値段が高いと聞くので、もし安価であれば
そういった方へ紹介をしてはどうでしょうか。

③キャンプなどに利用するために個人で山を購入する人が増えていると
聞きますが、本町も購入者が増えているようなので、自然環境を考慮
して注視いただきたいです。

商
工
業
の
振
興

中
小
企
業
等
の
経
営
支
援

◆中小企業の支援策として、事
業資金融資のあっせんや当該
融資に係る利子の全額補助

◆新設、増設、移設した企業施
設に係る固定資産税を最大10
年間免除、投資への助成

◆店舗などの整備、地場産品の
開発、商工観光の活性化、人
材育成などに助成

①コロナ禍を考慮して、従業員に対して直接的な経済支援があるような
ので、このような制度を知っていただくように周知してほしいです。

②４つの事務事業を利用した個人や事業者に対して、事業の効果などの
アンケート調査を行うと良いと思います。

③コロナ禍にあるので、緊急経済対策事業は事業者にとってもありがた
い支援だったと思います。今も事業者は苦しい状況にあると思います
ので同様の支援が必要だと思います。
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町担当の所見 担当課

①町のホームページやＳＮＳなどのさまざまな方法を活用して、より多くの人に情報を届けるように努
めていきます。

②国が実施するデジタル活用支援推進事業（デジタル活用を支援する講習会）の活用やスマートフォン
でできる行政手続きなどについて検討を進め、スマートフォンを利用するきっかけづくりに努めてい
きます。

③光回線は、民間業者が主体となり令和４年３月までに町内のほぼ全域に整備され、令和３、４年度の
２カ年の促進策として個人宅の光回線導入費の一部を助成していきます。

総務課

①本町の病後児保育は滝川市と協定を結び、滝川市の施設で保育をお願いしています。滝川市では利用
対象を保育所の入所児童と決めているため、滝川市の基準に沿うことになりますので、現状では幼稚
園に通う児童の利用はできないことをご理解ください。

②保育園を管理運営する指定管理者に対して、保育士の処遇改善をするための支援をしています。保育
園利用の需要に応えるためには保育士の確保が重要ですので、今後も連携して確保に努めていきます。

③今後も保護者と運営スタッフの連携を密にし、子どもたちが安心して生活できる環境を提供し、働き
ながら子育てを行う保護者を支えていきます。

保健福祉課

①職業能力開発校などの各種支援機関について、配布物の掲示や訓練生募集を町広報誌を通じて、より
多くの方に知っていただけるよう努めていきます。

②「支える側」と「支えられる側」という一方向の関係性ではなく、互いに支え合い、役割を持って活
動していく地域共生社会の考え方の普及啓発と、障がいのある方の困りごとに対する配慮や支援がで
きる地域づくり、縦割りでない相談や各種福祉サービスを提供するための体制整備を進めていきます。

保健福祉課

①健診受診の必要性のほか、通常の費用も示しながら周知をして受診率向上に努めていきます。
②健診の申し込みは、個々の受診歴などを確認しながら対象の有無を確認する必要があるため、現在は
電話や来所による申し込みとしています。インターネットの活用については課題などを整理し、検討
を重ねていきます。

③社会保険加入者などの受診状況は、医療保険者が実施主体であることから正確に把握することが困難
ですが、令和３年10月から特定健診などの結果を医療保険者間で引き継ぎができるようになるため、
受診状況の一定程度の把握が可能になります。

保健福祉課

①ふるさと公園内に木質バイオマスボイラーを設置し、木質チップを燃料とした熱を３施設に供給して
います。今後も再生可能エネルギーを継続して使用するとともに安定した稼働に努めていきます。

②町内の豊かな山林資源を有効に活用することにより、環境にやさしい取り組みを進めることが可能で
す。再生可能エネルギーも含め、間伐材の他の活用方法については、需要と供給のバランスを考えた
うえで検討していきます。

③山林を取得した場合や木を伐採する際には届け出が必要となり、町の森林整備計画に即した整備や管
理が必要となります。今後も森林環境の保全が図られるよう注視していきます。

産業振興課

①新型コロナウイルス感染症の影響で、やむなく休業となり休業手当の支払いを受けられなかった方が、
国に対して直接申請できる仕組みが整備されています。町としても、情報を必要とする方からの問い
合わせには正確にお答えできるよう努めていきます。

②補助事業については、申請された事業がどのように実施されたかが実績報告として提出されます。今
後は、その際に制度に対する感想や支援に関してのニーズを聞き取りするなど工夫をしていきます。

③事業者への支援策は、困窮度の高い業種の把握などについて、商工会と連携して効果的に実施できる
よう努めており、今後も同様に的確な事業展開を図っていきます。

産業振興課
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外部評価調書【令和２年度に取り組んだ施策の外部評価】
政策
項目

施策
項目

令和２年度の
主な取り組み 総合行政審議会委員の意見

観
光
の
振
興

都
市
と
農
村
の
交
流
促
進

◆都市に住んでいる中高生を
対象に、農業体験や農家に
滞在する交流事業を実施

①ファームステイの受け入れ農家によっては、学生への対応に温度差があ
ると聞きます。まちのＰＲのためにも、ある程度の意識の統一化を図っ
た方が良いと思います。

②ファームスティの受け入れ農家が減っている現状ですが、具体的にどう
いったことが大変であるのか、聞き取りを行い、是正できる取り組みが
あれば、取り組んでいただきたいです。

③心呼吸推進協議会の会員で札幌市の農産物フェアに出品する作物を作付
した農家もあると聞きますので、町内で販売できる機会を設けることも
良いと思います。

防
災
体
制
の
充
実

河
川
環
境
の
整
備

◆町河川の土砂上げなどの管
理、７カ所ある排水施設の
管理

◆徳富川ラブリバー推進協議
会の花植え活動を支援、石
狩川堤防の改修を推進

◆道管理河川樋門54カ所の地
先への委託による管理と災
害時の開閉操作

①河川愛護組合や水防団は、高齢化や参加者数の減少が問題となっていま
す。今後、増加する要素も少ないため、このままでは立ち行かなくなり
ます。抜本的な改善策が必要です。

②河川清掃などは、町民が身近に参加できるものであることから、今後も
続けていただきたいです。

生
活
安
全
体
制
の

充
実

交
通
安
全
の
推
進

◆交通安全指導員による交通
安全指導の実施

◆青色回転灯装着車両による
町内防犯パトロールの実施

①危険箇所を把握するため、町内の危険箇所のデータ化をすると良いと思
います。

②町内会単位などで、意識啓発のための講習会などを行ってはどうでしょ
うか。

③交通安全指導員の確保のため、若い人の職域でのPRやイベントで募集
啓発をするのも良いと思います。

社
会
教
育
の
充
実

読
書
活
動
の
促
進

◆図書の読書履歴を記帳でき
る「読書通帳」の実施

◆図書館の管理や運営、図書
館の新しい本の購入、子ど
も１日図書館員体験事業を
実施

◆趣味や美術作品のギャラ
リーを展示、乳幼児の健診
相談時に絵本とバッグを贈
呈

①小中学生に本を読んで読書感想文を書いてもらい、書いた本数に応じて
表彰や商品を渡してはどうでしょうか。

②図書館のギャラリーを展示などで有効活用していることを、多くの方に
お知らせすると良いかもしれません。

③冬に図書館に行くのは大変なので、送迎や本の取り寄せなどを検討して
はどうでしょうか。

文
化
活
動
の
促
進

◆町民の芸術・文化作品（俳
句や写真など）を発表する
町民文化祭を支援

◆開拓記念館の管理運営、獅
子神楽の保存伝承などの文
化・芸術団体の活動支援

①かぜのびを知らない町民も多くいますので、来館してもらえるようＰＲ
が必要だと思います。

②開拓記念館に学芸員を配置することにより、新しい方法で展示物を紹介
するなどして入館者を増やすことができると思います。

③開拓記念館で、町の歴史の講演などを企画するのも良いと思います。

住
民
参
加
の
促
進

情
報
の
発
信

◆町内の観光施設にモニター
を設置しＰＲ動画を放送、
町のＰＲパンフレットの配
布

◆広報誌や議会広報誌の発
行、ホームページ、ＵＨＢ
地デジ広報による情報発信

◆町の１年間の予算や事業内
容をわかりやすく紹介する
「まちづくり読本」の発行

①町外向け、町内向けでスタイルが変わりますが、町内の少年団活動につ
いて新入会員も少なく年々活動が減っているため、少年団の活動状況を
掲載するなど子どもたちも見られるようなページがあっても良いと思い
ます。

②町外へのアピールが弱いと感じるので、情報を一元管理し、さまざまな
媒体に発信できる体制を整えると良いかもしれません。

③最新の情報媒体（SNSなど）と従来（紙媒体）の発信はどちらも大切で
あり、バランスが大事だと思います。
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町担当の所見 担当課

①受け入れは「しんとつかわで心呼吸。推進協議会」の会員である個々の農家ですので、体験の内容に
は当然差がありますが、「農村の魅力を感じてもらう」という目的達成のため、これまで同様に総会
をはじめ各種機会を通じて情報共有や意識の統一が図られるよう努めていきます。

②受け入れ内容は、主として道外の高校生グループに農作業体験を提供し、自宅に宿泊させ食事の提供
までをする取り組みのため、新規の農家さんが簡単には現れないのが実情です。コロナ禍も踏まえ、
今後どのような受け入れを展開していくかを会員とともに検討していきます。

③農産物フェアを開催することで都市部へ農産物のＰＲを行っていますが、町内や近隣市町へのＰＲも
行うべきと考えており、町内イベントへの出店の呼び掛けを行っています。また、令和４年度からは
役場庁舎前での農産物直売の開催を予定しています。

産業振興課

①河川愛護組合は、河川愛護のボランティア精神にのっとり、河川の草刈業務を担っていただいていま
す。抜本的な改善策は業者委託が考えられますが、多額の費用が発生しますので、今後も地元組合員
に担っていただきたく、各組合長と意見交換を行っていきます。
また、水防団は今後も継続して企業や建設協会への働き掛けや町広報誌への掲載など積極的な募集活
動により、若年層の新規加入に努めていきます。

②今後も潤いと魅力ある水辺づくりを推進するため、河川清掃や花植えなどの活動を町民の皆さんと協
力して進めていきます。

建設課

①今後、危険箇所のデータ化を進め、町民の皆さんへの情報提供や啓発への活用を検討していきます。
②町内会をはじめ、各種団体に対する啓発機会・学習機会の提供に努めていきます。
③募集に当たっては、できるだけ活動に参加いただける方を各行政区から推薦いただいている状況にあ
りますが、交通安全指導活動が浸透するよう活動のPRに努めていきます。

住民課

①図書館では読書通帳システムを導入しており、児童生徒には通帳の満点（本数216冊）を１冊達成す
るごとにその記録を称え表彰しています。読書感想文での表彰は、今後検討していきます。

②町広報誌や防災無線、ＬＩＮＥなどを活用しギャラリー展示の日程と内容を周知しています。今後も
より多くの町民の皆さんに知ってもらえるよう周知に努めていきます。

③令和３年度から一部の地域をモデル地区として、図書館職員が行政区会館を訪問し配本活動を行って
います。今後、送迎や取り寄せができる体制についても検討していきます。

教育委員会

①指定管理者の風の美術館と連携を図り、ＳＮＳ・町広報誌などでの情報発信やこもれびコンサートな
どの実施によるＰＲで集客の増加を図り、施設の魅力化向上に努めていきます。

②学芸員の配置に代わり、教養と豊富な知識を有する方が属する「とっぷ子どもゆめクラブ」に開拓記
念館の運営を委託しています。また、従来の資料に説明文を加えるなど、入館者の増加につながるよ
うこれまで同様に展示物の充実に努めていきます。

③令和４年度は、札沼線北線（沼田駅～新十津川駅）が廃線されて満50年となります。貴重な資料の展
示など特別展を開催し、町の歴史を伝えていくように努めていきます。

教育委員会

①個人情報の関連もありますので、少年団に確認の上、少年団の活動状況について掲載を検討していき
ます。

②町外の方に町の魅力を伝えていくため、横断的に情報が収集できる仕組みを検討し、SNSやガイド
ブックなどを活用した情報発信に努めていきます。

③広報誌やホームページ、ＳＮＳなど複数の媒体を目的によって使い分け、各媒体から情報発信してい
ます。今後も発信する内容に応じた発信方法で提供していきます。

総務課
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資料編

資
料

④　公共施設等　電話番号・ＦＡＸ番号

施　　設　　名 電話番号 ＦＡＸ

役
　
場
　
庁
　
舎

住 民 課 76-2130

76-2785

保 健 福 祉 課 72-2035

会 計 課 76-3192

総 務 課 76-2131

建 設 課 76-2139

産 業 振 興 課 76-2134

農 業 委 員 会 76-2135

議 会 事 務 局 76-3191

保健福祉課・ゆめりあ 72-2000 72-2006

教育委員会・ゆめりあ 76-4233 76-3223

地域包括支援センター・ゆめりあ 72-2030 72-2006

新 十 津 川 保 育 園 76-2419 76-2871

児 童 館 76-2402 76-2402

子 育 て 支 援 セ ン タ ー 72-2088 72-2088

放 課 後 児 童 ク ラ ブ 76-2626 76-2626

新 十 津 川 幼 稚 園 76-4152 76-4003

新 十 津 川 小 学 校 76-2505 76-3477

新 十 津 川 中 学 校 76-2161 76-2162

新十津川農業高等学校 76-2621 76-2292

給 食 セ ン タ ー 76-2528 76-2671

図 書 館 76-3746 76-4641

武 道 場 76-4098 ―

総合振興公社・物産館 76-3141 76-3126

サ ン ヒ ル ズ ・ サ ラ イ 76-3000 76-3036

新 十 津 川 物 語 記 念 館 76-2995 76-2995

文 化 伝 習 館 76-2991 76-2992

開 拓 記 念 館 76-2622 ―

風の美術館（かぜのび） 73-2600 ―

施　　設　　名 電話番号 ＦＡＸ

吉野地区活性化センター 73-2632 73-2632

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 76-3390 76-3390

ス ポ ー ツ ク ラ ブ 76-3470 ―

そ っ ち 岳 ス キ ー 場 76-2075 ―

温 水 プ ー ル 76-2925 ―

サンウッドパークゴルフ場 76-2500 ―

ピ ン ネ ス タ ジ ア ム 76-3838 ―

西空知広域水道企業団 76-2486 76-3660

消 防 支 署 76-2619 76-3716

除 雪 セ ン タ ー 76-4302 ―

中空知衛生施設組合(リサイクリーン) 75-3800 75-3801

空 知 中 部 広 域 連 合 66-2152 66-2138

社 会 福 祉 協 議 会 76-2600 76-3505

新 十 津 川 町 駐 在 所 76-2610 ―

花 月 駐 在 所 74-2012 ―

大 和 駐 在 所 76-2573 ―

新 十 津 川 郵 便 局 76-2560 76-2064

橋 本 郵 便 局 76-2960 76-2912

石 狩 大 和 郵 便 局 76-2901 76-2094

石 狩 吉 野 郵 便 局 73-2121 73-2465

花 月 郵 便 局 74-2400 74-2530

新 十 津 川 町 商 工 会 76-2571 76-4445

ピ ン ネ 農 業 公 社 72-2022 76-4102

新規就農者技術修得センター 76-4257 76-4257

農林産物加工センター 73-2077 73-2078

空知農業改良普及センター中空知支所 74-2281 74-2285

新 十 津 川 土 地 改 良 区 76-2261 76-3336

札幌開発建設部滝川河川事務所 76-2211 76-2224


